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４．ワークショップによる調査・整理 
 

 計画策定に役立てていくため、日頃から地域等において子ども支援に関わっている支援

者や相談員等の参加のもと、子どもを取り巻く本市の実態について学び・話し合うことで共

有化を図り、宜野湾市に必要な子ども支援を考える場となるよう、ワークショップを開催し

て意見交換を行った。 

ワークショップでは、普段の活動から見えてくる子どもの貧困・社会的孤立に関する

現状について意見交換を行い、その背景要因は何か・解決すべき課題は何かを考えると

ともに、課題解決に向けた具体的なアイデアを提案していただき、その結果を子ども支

援計画に反映させていくことを目的としている。 

なお、ワークショップの開催にあたっては、琉球大学地域連携推進機構の協力のもと、

「支援員養成研修講座」も併せて開催し、子育て支援に対する考え方・目標とすべきこ

と、地域で支える体制の重要性等について理解を深めるとともに、それぞれの支援者や

相談員同士が一同に会することによりお互いの取り組みを知るきっかけとし、今後の支

援活動に役立てていただくことを企図している。 

各回の流れは以下のような内容となっている。 

 

 

■「宜野湾市に必要な子ども支援を考える」ワークショップの概要 
テーマ 参加者 概 要 

第１回ワークショップ 

「現状・課題の確認」 

 

 

20名参加 ・子ども支援計画の策定とワークショップの目的について 

・宜野湾市の現状・アンケート結果の概要報告 

・琉球大学人文社会学部の本村真教授による講義（その１） 

・子どもの貧困・社会的孤立の現状、問題の背景要因と課題 

（ＫＪ法により、付箋紙に個別の特性と課題を書き出した

上で、項目毎に整理） 

第２回ワークショップ 

「解決方策の検討」 

15名参加 ・琉球大学人文社会学部の本村真教授による講義（その２） 

・前回ＷＳの振り返り、課題解決の具体的提案の検討 

（ＫＪ法により、付箋紙に個別の特性と課題を書き出した上

で、項目毎に整理）   
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第１回ワークショップの概要 

日時：平成 30年 10月 15日（月）13:00～15:00 

場所：宜野湾市社会福祉協議会２階ホール 

内容：第１回ワークショップでは、アンケート結果の概要や基礎データを紹介するとともに、連

続講座第１回を開催して子ども支援の目的等の再認識を行った上で、参加者を３グループ

に分け、現状・課題について各人の意見を発表し、共有化を行った。                              

あいさつ・趣旨説明。 
グループ別討議の様子。（Ａグループ） 

付箋紙を使い、ＫＪ法により意見を出し合っ

た後、全体発表を行った。 
本村教授による講義（連続講座第１回）。 
グループ別討議の様子。（Ｃグループ） 

グループ別討議の様子。（Ｂグループ） 
■ワークショップの概要 
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第２回ワークショップの概要 
日時：平成 30年 10月 29日（月）13:00～15:00 

場所：宜野湾市社会福祉協議会２階ホール 

内容：第２回ワークショップでは、連続講座第２回目の開催の後、各グループで課題解決にむけ

た具体的な提案について検討し、全体発表を行った。                                 
 次頁以降に全２回のワークショップ結果を示す。 

グループ討議の成果（Ｂグループ） グループ別討議の様子。 本村教授による講義（連続講座第２回）。 
全体発表の様子。（Ａグループ） 

全体発表の様子。（Ｃグループ） 
意見を書き出す参加者の様子。 
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